
１　現状と課題
　花粉管の観察には現在インパチェンス（アフリカホウセンカ）やホウセンカを使用することが一般的とされている。これらの種は花粉管の発芽開始が早く、伸長速度も速いため、観察に非常の適していると言える。また、ホウセンカは苗での販売がほとんどされておらず、種子からの栽培が必要であるが、インパチェンスはホームセンターで苗などが販売されており、容易に手に入れることができ、花期も長く５～１０月くらいまで花を見ることができる。しかし、インパチェンスは高温と強い日差しに弱く、７～９月くらいは暑さで花つきが悪くなる。花をつけたとしても、花粉が未発達なことが多い。花粉が発達しにくい品種もある。
　間に合わせで他の植物で観察を行おうとしても、花粉管の発芽に時間がかかったり、伸長速度が遅かったりしてうまく観察できないことが多い。インパチェンスやホウセンカに代わる植物の検討は求められる事項である。
２　改善の方向性
　改善の方向性として、インパチェンスの花つきの悪くなる９月頃にも花を咲かせ、身近に手に入
りやすい植物に焦点をあて、花粉管の伸長の研究
を行うことで、インパチェンス、ホウセンカの代用を検討することができると考えた。
該当する植物としては、開花時期が比較的長いシロツメクサをはじめ、身の回りで手に入れやすい植物で検討していく。
３　具体的な取り組み
花粉管の観察には、寒天培地を用いて発芽させる方法とショ糖溶液をかけるだけで発芽させる方法があるが、ショ糖溶液をかけて発芽させる方法は手間がかからないが、種類によっては途中で破裂してしまうこともある。どちらの方法がより実験が成功しやすいのかを確認する。また、ショ糖溶液の濃度は5%、7.5%、10%、12.5%、15%、17.5%、20%で実施した。
今回調べた植物は、シロツメクサ、トウモロコシ、スイレン、アサガオ、ゴーヤ、ムラサキツユクサで観察を行い。比較対象として、インパチェンスとホウセンカでも観察を行った。

<実験操作>
①　濃度が5%、7.5%、10%、12.5%、15%、17.5%、20%のショ糖溶液をつくり、それをもとに寒天培地をつくる。
②　寒天培地にカミソリで1cm×1cmほどの切れ目を入れ、スライドガラスの上にすくい取る。
　　ショ糖溶液のままで実験する場合はスライドガラスの上に一滴溶液を垂らしておく。
③　各植物の花粉を寒天培地をのせたスライドガラスの上に落とし、５分ごとに花粉の様子を観察する。
<実験結果>
以下の表に実験結果をまとめる。なお、結果は○、△、×とし、○は「花粉の大きさ以上に花粉管が伸びた」△は「花粉管が出てきた」×は「変化なし」とする。
	植物
	5分
	10分
	15分
	20分

	シロツメクサ
	×
	×
	△
	○

	トウモロコシ
	×
	×
	×
	×

	スイレン
	×
	×
	×
	×

	アサガオ
	×
	×
	×
	×

	ユリ
	×
	×
	×
	×

	メランポジウム
	×
	×
	×
	×

	ゴーヤ
	×
	△
	△
	△

	ムラサキツユクサ
	×
	△
	○
	○

	インパチェンス
	○
	○
	○
	○

	ホウセンカ
	○
	○
	○
	○


シロツメクサではショ糖溶液濃度20%の寒天培地での観察が一番適しているようだったが、発芽していない花粉の方が多かった。
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ゴーヤはショ糖溶液濃度5～15%の寒天培地で発芽が見られたが、それ以降の花粉管の伸びは見られなかった。
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ムラサキツユクサはショ糖溶液濃度10％の寒天培地で観察することができ、多くの花粉で発芽が確認できた。
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インパチェンスとホウセンカは寒天培地・溶液直接ともに花粉管の伸びがよく見られた。濃度は10%前後が適しているようであった。
４　成果と課題
今回の成果は以下の通りである。
・インパチェンス、ホウセンカ以外の植物でも花粉管の観察を行うことができることがわかった。今回の検証では、シロツメクサ、ゴーヤ、ムラサキツユクサで花粉管の観察を行えた。
・花粉管の観察がしやすい植物には限りがあり、身近な植物で観察しやすいものはそれほど多くないことがわかった。これには、花粉管が発芽するまでにかかる時間や、花粉管の伸長速度に原因があるとされる。
・花粉管を発芽するときのショ糖溶液濃度は植物の種類によって異なり、その幅は5％から20％であり、実際に観察を行う前に検討する必要がある。種類によっては浸透圧の関係で、花粉が破裂してしまうものもあった。

・花粉管の観察がしやすいという情報から、ブライダルベールを用意したが、いつまで経っても花を咲かせず、観察することが出来なかった。ブライダルベールには花を咲かせない株があるようなので注意が必要である。
・花粉管の観察を行うことができる植物が複数あったが、どの植物もホウセンカやインパチェンスほどの花粉管の伸長は見られなかった。よってホウセンカやインパチェンスが、花粉管の伸長を観察することができる最適な植物である。
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「花粉管の観察に適した植物の検討」


<要旨>


　花粉管の観察には現在インパチェンス（アフリカホウセンカ）やホウセンカを使用することが一般的とされているが、開花期の関係や花粉が発達しない品種があること、また身近に手に入れられないことも考えられるため、これらの植物の代わりになる植物の検討を行った。
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